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山
本
ニ
三
丸
教
授
略
歴

大
正
二
年

大
正

十
四
年

昭
平日
昭
和
昭
平日

昭
和

刀
口
円
H

円
日
下

f

十
一
年

昭
和

二
十
九
年

学四
年
四
年
八
年

)¥ 

年

，担，
ー.

三
月
十
日

豊
橋
市
に
て
出
生

歴月

第
一
一
東
京
市
立
中
学
校
入
学

月

同
校
第
四
学
年
修
了

四
月

第
一
高
等
学
校
文
科
丙
類
入
学

月

同
校
卒
業

四
月

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
入
学

月

同
犬
学
問
学
部
同
学
科
卒
業

位二
月

経
済
学
博
士



昭
和

十

年

昭
和

十一一一年

昭
和

十
三
年

昭
和

十
五
年

昭
和

十
五
年

昭
和

十
六
年

昭
和

十

年

昭
和

十

年

昭
和

七
年

昭
和

十
年
十

月

昭
和
二
十
一
年

昭
和
二
十
一
年

昭
和
二
十
三
年

昭
和
五
十
三
年

昭
和
五
十
三
年
十
一
月

職

壁
四
月

東
京
貯
蓄
銀
行
書
記

五
月

同
行
退
職

九
月

束
覇
研
究
所
々
員

六
月

同
研
究
所
退
職

七
月

日
本
鉄
鋼
連
合
会
書
記

四
月

鉄
鋼
統
制
会
書
記

七
月

同
統
制
会
退
職

Jl、
月

日
本
鋼
管
株
式
会
社
書
記
(
調
査
部
勤
務
)

月

立
教
大
学
経
済
学
部
講
師
(
兼
任
)

日
本
鋼
管
株
式
会
社
退
職

月

立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
々
員

四
月

立
教
大
学
経
済
学
部
助
教
授

四
月

岡
大
学
教
授

月

定
年
制
の
規
定
に
依
り
立
教
大
学
教
授
退
職

立
教
大
学
名
誉
教
授

V 



山
本
ニ
三
丸
教
授
研
究
業
績

著
書
及
び
翻
訳
書

著

書

恐
慌
論
研
究

再
生
産
論
研
究

労
働
賃
銀

価
値
論
研
究

現
代
資
本
主
義
の
経
済
法
則

増
補
恐
慌
論
研
究

構
造
改
革
論
批
判

経
済
学
概
論共

著

資
本
論
講
座
(
第
一
分
冊
)

昭
和
二
五
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
五
年
一
一
月

昭
和
三
七
年

昭
和
三
七
年

昭
和
四

O
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
七
年

昭
和
三
八
年
一
一
月

六
月

青
木
書
唐

/¥ 
月

日
本
評
論
社

青
木
書
庖

ノ、

月

青
木
香
西

七
且

青
木
書
庖

四
月

青
木
書
居

四
月

青
木
書
鹿

月

青
木
書
庖

青
木
書
庖

v1 



資
本
論
講
座
(
第
三
分
冊
〉

昭
和
三
九
年

翻
制
訳

書

マ
ル
ク
ス
金
融
論
I
(共
訳
)

昭
和
二
四
年

空
想
か
ら
科
学
へ
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
著
)
(
共
訳
)

昭
和
二
八
年

学
術
論
文
(
書
評
を
合
む
)

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
を
貫
く
も
の

昭
和
二
一
年

米
国
の
世
界
経
済
政
策
(
座
談
会
記
録
)

昭
和
二
一
年

虚
偽
の
価
値
論
(
一
)

昭
和
二
四
年

虚
偽
の
価
値
論
(
二
)

昭
和
二
四
年

迫
り
来
る
恐
慌
、
経
済
学
は
い
か
に
答
え
る
か

昭
和
二
四
年

再
生
産
表
式
と
恐
慌
と
の
関
連
に
つ
い
て

昭
和
二
四
年

社
会
主
義
経
済
学
と
価
値
法
則

昭
和
二
四
年

数
学
的
に
歪
め
ら
れ
た
価
値
論

昭
和
二
四
年

い
わ
ゆ
る
「
価
値
法
則
」
に
つ
い
て

昭
和
二
四
年
一
一
月

七
月

七
月

七
月

七
月 月

青
木
書
唐

四
月

青
木
書
庖

且

大
月
書
庖

月

『
人
民
評
論
』
第
六
号

『
世
界
評
論
』
第
五
号

月

『
大
学
新
聞
』
第
一
号

四
月

じ弓 巳司 E司

社 一大
会橋学
科新新

主里国
第 No.叫第

号号

季
刊
『
理
論
』
第
九
号

j¥、

足

円
経
済
評
論
』
第
四
巻
八
号

『
経
済
学
研
究
』
第
三
集vl1 



P
・
M
-
ス
イ
ー
ジ
ー
に
よ
る
恐
慌
の
把
握

労
働
お
よ
び
生
産
に
関
す
る
基
本
的
考
察
(
一
)

1

1
経
済
学
の
対
象
の
規
定
|
|

労
働
お
よ
び
生
産
に
関
す
る
基
本
的
考
察
(
二
)

f

ー
ー
経
済
学
の
対
象
の
規
定

均
衡
論
の
反
科
学
性
(
一
〉
、
つ
一
)
、
(
三
〉

経
済
学
の
方
法
と
大
衆
化

|
|
第
一
ニ
貧
乏
物
語
を
め
ぐ
っ
て

l
l

経
済
法
則
に
つ
い
て

|
|
価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て
|
|

等
価
交
換
論

l
i価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て
|
|

い
わ
ゆ
る
「
労
働
配
分
決
定
の
法
則
」
に
つ
い
て

1
l
l価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て
1

i

マ
ル
ク
ス
の
「
近
代
的
解
釈
」

l
i
p
-
M
・
ス
イ
ー
ジ
ー
の

『
資
本
主
義
発
展
の
理
論
』

l
l

商

品

社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通

交
換
価
値
と
価
値

資
本
蓄
積
論
の
課
題

昭
和
一
一
五
年

昭
和
二
五
年
一
一
足

昭
和
二
六
年

昭
和
二
五
年
二
一
月

昭
和
二
六
年

昭
和
二
五
年
一
一
月

昭
和
二
六
年

昭
和
二
六
年

昭
和
二
六
年

昭
和
二
六
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
八
年

五
月

七
月

九
月

九
月

VI1l 

ノ、

月

『
経
済
学
』
第
2
号

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
三
集

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
三
集

n
D
Q
d
n
u
 

『
東
大
学
生
新
聞
』

M
M
M
M

月

『
三
田
新
聞
』
附

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
四
巻
一
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
四
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
五
巻
一
号

=司

東
大
戸ヨゴ，
4 ・

生
新
聞
巴二3

NO.90 

講
庭
『
資
本
論
の
解
明
』
第
一
分
冊

月

講
座
『
資
本
論
の
解
明
』
第
三
分
冊

三
丹

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
五
巻
二
号

月

『
経
済
研
究
』
第
四
春
一
号



市
場
価
格
と
市
場
価
値

市
場
価
格
と
市
場
価
値
つ
一
)

市
場
価
格
と
市
場
価
値
合
一
)

市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
四
〉

市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
五
)

市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
完
)

宇
野
弘
蔵
著
『
恐
慌
論
』

恐
慌
論
は
い
か
に
発
展
せ
し
む
べ
き
か

再
生
産
論
の
一
課
題

|
|
い
わ
ゆ
る
市
場
理
論
の
批
判
1
l
l

再
生
産
論
の
課
題

l
l
い
わ
ゆ
る
市
場
理
論
の
批
判
|
|
(
二
)

資
本
主
義
の
塞
本
的
矛
居
に
つ
い
て
の
簡
単
な
考
察

資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
に
つ
い
て
の
簡
単
な
考
察
(
完
)

再
生
産
論

貨
幣
理
論
の
根
本
問
題

恐
慌
論
の
基
本
問
題
(
報
告
)

国
際
的
労
作
の
評
価
と
取
扱
方
に
つ
い
て

昭
和
二
八
年

昭
和
ニ

λ
年
一

O
R

昭
和
ニ
九
年

昭
和
二
九
年
一

O
月

昭
和
三
一
年
一
一
月

昭
和
コ
三
年

昭
和
二
八
年
一
二
月

昭
和
二
九
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三

O
年

昭
和
二
九
年
二
一
月

昭
和
三

O
年

昭
和
三
一
年

田
和
三
一
年
一
一
月

昭
和
コ
二
年
二
月

昭
和
三
一
年
一
一
月

六
月月

九
月

五
月 月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
六
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七
巻
一
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
八
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
一
巻
一
号

『
思
想
』
第
三
五
同
号

『
経
済
評
論
』
第
三
巻
三
号

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
十
集

月

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
十
一
集

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
八
巻
二
号

可
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻
一
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻
一
一
号

『
愛
知
大
学
十
周
年
記
念
論
文
集
』

経
済
学
史
学
会
第
十
四
回
大
会

『
世
界
経
済
』
第
一
二
号

lX 



独
占
と
最
大
限
利
潤
法
則

昭
和
三
二
年
一

O
月

貨
幣
理
論
の
根
本
問
題
つ
一
)

昭
和
三
二
年
一

O
月

「
平
均
利
潤
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
法
則
」

昭
和
コ
三
年
一

O
月

「
平
均
利
潤
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
法
則
」

(
一
一
)

昭
和
三
三
年

「
平
均
利
潤
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
法
則
」

(
一
二
)

昭
和
三
三
年

「
平
均
利
潤
法
則
」
と
「
最
大
限
利
潤
法
則
」

(
也
元
)

昭
和
三
三
年
一

O
月

現
代
資
本
主
義
論
の
性
格

昭
和
三
三
年
一
一
月

科
学
的
経
済
理
論
の
意
義
に
つ
い
て

昭
和
三
四
年

講
座
『
恐
慌
論
』
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

昭
和
三
四
年

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て

昭
和
三
四
年

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
つ
一
)

昭
和
三
四
年

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
(
三
)

昭
和
三
四
年
一
一
且

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
(
四
)

昭
和
三
四
年
一
二
月

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て
(
五
)

昭
和
三
五
年

科
学
的
経
済
理
論
の
創
造
的
発
展
に
つ
い
て

2
3

昭
和
三
五
年
一

O
月

労
賃
論
の
根
本
問
題

昭
和
三
五
年

六
月

X 

『
経
済
評
論
』
第
六
巻
十
号

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
二
十
集

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
一
巻
ご
号

二
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
一
巻
三
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
二
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
二
巻
二
号

『
経
済
評
論
』
第
七
巻
十
二
号

月

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
二
十
五
集

月

『
経
済
研
究
』
第
十
巻
一
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
二
巻
四
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
三
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
三
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
三
巻
三
号

六
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
四
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
四
巻
二
号

二
月

同
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
三
巻
四
号



人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
一
)

昭
和
三
六
年

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
二
)

昭
和
三
六
年
二
一
月

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
一
一
一
)

昭
和
三
七
年

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
四
)

昭
和
三
七
年

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
五
)

昭
和
三
七
年

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
六
)

昭
和
三
七
年
一
一
月

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
七
)

昭
和
五

O
年

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
八
)

昭
和
五

O
年

人
間
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
九
)

昭
和
五

O
年
一
二
月

人
同
的
労
働
の
経
済
学
的
考
察
(
十
)

昭
和
五
一
年

賃
銀
論
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
前
編
)

ー
ー
ー
修
正
主
義
的
諸
偏
向
の
克
服
の
た
め
に
1

1

昭
和
三
六
年

賃
銀
論
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
後
編
)

l
l
l修
正
主
義
的
諸
偏
向
の
克
服
の
た
め
に
1

1

昭
和
コ
一
六
年
一

O
月

最
近
の
賃
銀
論
(
書
評
)

昭
和
三
七
年

帝
国
主
義
と
恐
慌

昭
和
三
七
年

世
界
経
済
論
の
対
象
と
方
法
に
つ
い
て

昭
和
三
七
年
一

O
片

「
帝
国
主
義
論
」
と
世
界
経
済

昭
和
三
八
年

玉
月

七
月

玉
月
七
月

九
月

二
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
四
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
五
巻
三
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
五
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
六
巻
一
号

ヨ
リ
ム
教
経
済
学
研
究
』
第
十
六
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
六
巻
三
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
九
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
九
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
九
巻
三
号

一一
H
A

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
ニ
十
九
巻
四
号

六
且

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
五
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
五
巻
二
号

月

『
図
書
新
聞
』
第
揃
号

『
思
想
』
第
四
五
九
号

円
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
同
十
集

月

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
四
十
一
集

Xl 



「
国
際
経
済
」
と
「
世
界
経
済
」

昭
和
三
八
年

「
国
際
経
済
」
と
「
世
界
経
済
」

昭
和
三
八
年
一
一
月

(

牢

ん

)

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格

昭
和
三
八
年

い
わ
ゆ
る
「
構
詰
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
。
一
)

昭
和
三
八
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
コ
ロ

昭
和
三
八
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
し
の
理
論
的
性
格
(
四
)

昭
和
一
ニ
九
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
ハ
五
)

昭
和
三
九
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
六
)

昭
和
三
九
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
七
)

昭
和
四

O
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
八
)

昭
和
四

O
年

い
わ
ゆ
る
「
構
造
改
革
論
」
の
理
論
的
性
格
(
九
)

昭
和
四

O
年

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
一
〉

1
1
1
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
1

1

昭
和
四
二
年

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
っ
一
)

|
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
!
!

昭
和
四
二
年

E
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
一
二
)

|
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義

i
l

昭
和
四
二
年
一
二
月

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
四
)

ー
!
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
ー
ー

昭
和
四
三
年

六
月

七
月

五
月
九
月

五
月

七
月

X且

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
四
十
二
集

『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
第
四
十
三
集

二
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
六
巻
四
号

ノ¥

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
七
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
七
巻
二
号

一一月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
七
巻
四
号

六
月

『
立
教
経
済
学
研
究
九
』
第
十
八
巻
一
号

/¥ 
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
八
巻
二
号

二
足

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
八
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
九
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
九
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
一
巻
一
号

円
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
一
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
一
巻
三
号

且

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
一
巻
四
号



正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
五
〉

1

1
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|
|

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
公
ハ
)

|
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
ー
ー
ー

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
七
)

|
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義

l
l

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
八
)

-
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
!
|

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
九
)

|
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
ー
ー
ー

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
十
)

l
l教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|
|

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
十
一
)

ー
!
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
1
1
j

正
し
い
批
判
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
(
完
)

|
|
教
条
主
義
批
判
を
装
っ
た
修
正
主
義
|
|

経
済
学
に
お
け
る
「
形
態
規
定
」
と
は
な
に
か
(
一
)

-

i
い
わ
ゆ
る
「
宇
野
理
論
」
の
性
格
規
定
|
|

経
済
学
に
お
け
る
「
形
態
規
定
」
と
は
な
に
か
つ
一
)

|
|
い
わ
ゆ
る
「
宇
野
理
論
」
の
性
格
規
定
|
|

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
一
)

1
1
l
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

の
性
格
規
定
|
|

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年
二
一
月

昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
凪
年

昭
和
四
回
年
一
一
一
月

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年
十
二
且

昭
和
四
六
年

五
月

五
月

七
月

五
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
二
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
二
巻
三
号

二
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
二
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
三
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
三
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
三
巻
三
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
三
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
一
号

i¥. 
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
二
号

司
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
三
号

万

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
四
号

X111 



経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
二
)

l
l
i
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
全
一
)

ー
ー
ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

の
性
格
規
定
|
|

σ〉
性
格
規
定

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
囚
)

|
|
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
|
|

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
五
)

ー
ー
ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
間
垣
(
六
)

ー
ー
ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
七
)

ー

i
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
八
)

|
|
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
九
〉

ー
i
l
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
)

i
ー
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

の
性
格
規
定
!
|

σコ
性
格
規
尺三

σコ
'性
格
規
定

の
性
格
規
定
|
|

σコ
d性
格
規
定

'1生

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
一
)

ー

l
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

i
l

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
二
〉

l
lい
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
|
|

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年
一
一
月

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年
十
二
月

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年
二
一
月

五
月

七
月

五
万

七
月

五
月

七
月

XIV 

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
五
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
五
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
五
巻
三
号

二
足

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
五
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
六
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
六
巻
二
号

明
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
六
巻
三
号

二
足

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
六
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
一
十
七
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
七
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
七
巻
三
号



経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
一
ニ
)

ー

l
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定

l
!

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
題
(
十
四
)

|
|
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」
の
性
格
規
定
1

1

経
済
と
政
治
と
の
関
連
の
問
喧
(
完
)

|
|
い
わ
ゆ
る
「
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
」

の
性
格
規
定
|
|

大
き
な
実
用
主
義
と
ち
っ
ぽ
け
な
真
理

貨
幣
の
範
噂
規
定
に
つ
い
て
(
一
)

貨
幣
の
範
曙
規
定
に
つ
い
て
つ
一
)

貨
幣
の
範
曙
規
定
に
つ
い
て
(
三
)

過
渡
期
の
経
済
法
則
の
考
察
(
一
)

過
渡
期
の
経
済
法
則
の
考
察
(
二
)

過
渡
期
の
経
済
法
則
の
考
察
会
ニ
)

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年
一
二
月

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年
一
二
月

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

五
月

七
月

七
月
九
月

七
月
十
月

二
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
七
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
八
巻
一
号

円
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
十
八
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』

第
二
十
八
巻
三
・
四
合
併
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
一
一
十
一
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
一
一
十
一
巻
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
一
十
一
巻
三
号

二
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
十
一
巻
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
十
二
巻
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
三
十
二
巻
二
号

xv 




